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(57)【要約】
【課題】不正行為を報知することが可能な遊技機の不正
対策装置を提供すること。
【解決手段】遊技機への最初の電源投入時に立てられる
電源投入フラグであって、その後は、主基板１への電源
供給が強制的に遮断されるまでオン状態に保持される電
源投入フラグを主基板１に設ける。主基板１は、電源投
入時に、電源投入フラグがオン状態か否かを判定し、電
源投入フラグがオフ状態であると判断すると、不正を検
出した旨の信号を出力する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機への最初の電源投入時に立てられる電源投入フラグであって、その後は、主基板
への電源供給が強制的に遮断されるまでオン状態に保持される電源投入フラグを主基板に
設け、
　前記主基板は、電源投入時に、前記電源投入フラグがオン状態か否かを判定し、前記電
源投入フラグがオフ状態であると判断すると、不正を検出した旨の信号を出力することを
特徴とする遊技機の不正対策装置。
【請求項２】
　前記主基板は、電源投入時に、前記電源投入フラグがオフ状態であると判断すると、前
記電源投入フラグを立てることを特徴とする請求項１に記載の遊技機の不正対策装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ遊技機等遊技機の不正対策装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ遊技機は、図８に示すように、電源基板２と遊技制御基板である主基板１と演
出制御基板など副基板５とを備え、主基板１は、遊技盤上の始動口（始動口）への遊技球
の入賞つまり始動口スイッチ３のオンを契機として、所定の数値例えば０、１、２、…、
３１５、３１６からなる大当たり判定用乱数であって順番に所定周期例えば４msecで更新
されてゆく大当たり判定用乱数を取得し、この取得した大当たり判定用乱数が大当たり乱
数値であった場合、大当たりコマンドを副基板５に対して送信し、この大当たりコマンド
を受信した副基板５が図柄表示装置において図柄の変動開始、リーチ演出、大当たり図柄
の表示停止などを行わせた後、主基板１が遊技盤上の大入賞口を所定回数開放する制御を
行い、大入賞口への遊技球の入賞に基づき大量の遊技球を払出し可能にしている。
【０００３】
　ところで、最近、不正基板を用いてパチンコ遊技機に対して不正行為を行い、大量の遊
技球を不正に払出す事件が起きている。
【０００４】
　この不正行為の概要を図９に基づいて順に説明する。
【０００５】
　(1)まず、主基板１と電源基板２との間、及び主基板１と副基板５との間に、不正基板
８を接続し、不正基板８により主基板１への電源供給を遮断する。主基板１では、この電
源遮断によりCPUが停止し、CPUによるバックアップ処理は正常に行われない。
【０００６】
　(2)その後、不正基板８が電源ラインを正常化する。電源ラインが正常化されると、主
基板１のCPUはリセット処理を行い、主基板１のRAMは、バックアップ処理されていないた
めクリアされ、初期値乱数が「０」からスタートする。ここで、初期値乱数とは、大当た
り判定用乱数が所定周期で順番に更新され、１サイクル分の更新が終了したとき、次の１
サイクルで先頭になる大当たり判定用乱数つまり大当たり判定用乱数の初期値を決定する
ための乱数である。例えば、リセット後の最初の１サイクルは「０」から「３１６」まで
順番に大当たり判定用乱数が更新されてゆき、次の１サイクルでは、初期値乱数が「１」
である場合、「１」‥‥「３１６」、「０」という順番で大当たり判定用乱数が更新され
てゆく。
【０００７】
　(3)主基板１は、副基板５に対し、RAMがクリアされた旨のコマンドを送信する。しかし
、不正基板８はこのコマンドを排除し、副基板５はこのコマンドを受信できず、このため
、副基板５は、このコマンドに基づいて行われる報知つまり不正行為が発生した旨の報知
を行うことはできない。
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【０００８】
　(4)不正基板８は、大当たり判定用乱数が「０」から更新されていることが分かってい
るから、主基板１に対し、取得する大当たり判定用乱数が大当たり乱数値となるタイミン
グに合わせて擬似の遊技球通過信号つまり始動口スイッチ３がオンしたときの信号に相当
する偽の信号を送信する。主基板１は、この信号を受信すると大当たり判定用乱数を取得
する。この取得した大当たり判定用乱数は大当たり乱数値であることから、主基板１は大
当たりコマンドを副基板５に送信する。副基板５が大当たりコマンドを受信した後は上述
した各種演出及び大入賞口の開放が行われ、不正行為者に対して大量の遊技球が不当に払
出されるようになる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、上述したような不正基板８を用いた不正行為にかんがみなされたものであり
、不正行為者に対する遊技球の不当な払出を防止することができる遊技機の不正対策装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明による遊技機の不正対策装置は、遊技機への最初の電源投入時に立てられる電源
投入フラグであって、その後は、主基板への電源供給が強制的に遮断されるまでオン状態
に保持される電源投入フラグを主基板に設け、前記主基板は、電源投入時に、前記電源投
入フラグがオン状態か否かを判定し、前記電源投入フラグがオフ状態であると判断すると
、不正を検出した旨の信号を出力することを特徴とする。
【００１１】
　本発明において、不正行為者が主基板への電源供給を強制的に遮断した場合、この電源
遮断により主基板の記憶データが消去され、この消去された記憶データのなかに電源投入
フラグのデータが含まれているため、電源投入フラグはオフ状態になる。その後、不正行
為者が主基板に対する電源供給を開始すると、主基板は、電源投入フラグがオフ状態であ
ると判定するようになる。このため、本発明によると、電源投入フラグを設けたことによ
り、不正行為を的確に検出することができるようになる。
【００１２】
　ここで、電源投入時に、前記電源投入フラグがオフ状態であると判断すると、前記電源
投入フラグを立てるよう構成すると、その後、正当な行為者（ホール従業者）により電源
投入が行われたときには、電源投入フラグが立っているつまりオン状態であると判定され
るため、主基板は不正を検出した旨の信号を出力する処理を行うことはなく、通常の処理
を開始可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１４】
　図１は、本発明の一実施形態に係る不正対策装置が組み込まれたパチンコ遊技機の電気
制御系統のブロック図、図２は、主基板が行う電源投入時処理のフローチャート、図３は
、主基板が行う電源遮断時処理のフローチャート、図４は、主基板が行うタイマ割込処理
のフローチャート、図５は、始動口SW処理のフローチャート、図６は、特別図柄処理のフ
ローチャート、図７は、大当たり判定処理のフローチャートをそれぞれ示す。
【００１５】
　図１において、パチンコ遊技機は、遊技状態を制御する上で中心的役割を果たす主基板
（遊技制御基板ともいう。）１を備え、主基板１は、CPU１１、ROM１２、RAM１３などに
より構成される。
【００１６】
　主基板１は、電源基板２から電源の供給を受けて処理を実行する。電源基板２から主基



(4) JP 2010-29474 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

板１への電源供給は、パチンコ遊技機の電源スイッチがオフされてもバックアップ電源に
よる電源供給が継続され、主基板１の記憶データは保持される。ただし、不正行為者によ
り電源供給ラインが遮断された場合には、バックアップ電源が遮断されるため、記憶デー
タは消去されることになる。
【００１７】
　主基板１には、始動口スイッチ３、大入賞口ソレノイド４、副基板５、RAM消去ボタン
６、ホールコンピュータ７などが接続される。
【００１８】
　始動口スイッチ３は、遊技盤上の始動口（始動口）へ遊技球が入賞したときオンするス
イッチである。始動口は１個又は複数個からなる。
【００１９】
　大入賞口ソレノイド４は、大当たり発生時に遊技盤上の大入賞口を所定回数だけ開放駆
動し、開放状態の大入賞口に対して所定個数の遊技球の入賞を可能にし、遊技者に大量の
遊技球の払出しを可能にするものである。
【００２０】
　RAM消去ボタン６は、電源投入時に正当行為者（ホール従業者）によって操作されるボ
タンであり、RAM消去ボタン６がオン操作されている状態で電源が投入されると、RAM１３
の記憶データがクリアされRAM１３は初期設定される。
【００２１】
　次に、図２～図７に基づき、主基板１が実行する処理を、当該パチンコ遊技機の出荷時
等における処理と、当該パチンコ遊技機に対して不正行為が行われていない通常時の処理
と、当該パチンコ遊技機に対して不正行為が行われたときの処理とに場合分けし、順に説
明する。
【００２２】
　(1)当該パチンコ遊技機の出荷時等における処理
　当該パチンコ遊技機の出荷時などにおいて、当該パチンコ遊技機に対し最初の電源投入
が行われると、主基板１のCPU１１は、図２に示すように、まず初期設定を行い（ステッ
プS1）、次にRAM１３へのアクセスを許可する（ステップS2）。
【００２３】
　次に、電源投入フラグがオン状態であるか否かを判定する（ステップS3）。電源投入フ
ラグはオフ状態に初期設定されたフラグであり、このため、最初の電源投入時には、電源
投入フラグはオフ状態であるため、ステップS3の判定結果は「NO」となる。
【００２４】
　次に、不正検出信号を出力する（ステップS4）。ここで、不正検出信号は、不正を検出
した旨の信号であり、ホールコンピュータ７に送信することによってホールの管理室側に
おいて不正行為を検知し得るようになり、また、副基板にコマンドとして送信し副基板５
がランプ、スピーカ、画像表示器などにランプ表示、音声表示、画面表示などを指示する
ことによってホールの遊技機設置場所側で不正行為を検知し得るようになる。なお、ここ
での不正検出信号は、当該パチンコ遊技機の出荷時など、正当行為者により最初の電源投
入が行われた際に出力されるものであるため、不正検出信号に基づく上記のような報知は
無視すればよいことになる。
【００２５】
　次に、電源投入フラグを立てるつまりオン状態にし（ステップS5）、その後の処理は開
始しない。
【００２６】
　その後、正当行為者により当該パチンコ遊技機に対する電源供給を遮断する操作が行わ
れると、主基板１のCPU１１は、図３に示すように、まず、レジスタを退避する処理を行
い（ステップS21）、スタックポインタを退避する処理を行い（ステップS22）、データを
退避する処理を行い（ステップS23）、電源遮断フラグをオンする処理を行い（ステップS
24）、当該電源遮断時の各種データの内容を保存する。
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【００２７】
　この退避された各種データには、オン状態の電源投入フラグ及びオン状態の電源遮断フ
ラグが含まれ、オン状態の電源投入フラグ及びオン状態の電源遮断フラグは、電源基板２
からバックアップ電源の供給を受け、継続的に保存される。
【００２８】
　(2)当該パチンコ遊技機に対して不正行為が行われていない通常時の処理
　当該パチンコ遊技機に対して電源が投入されるたびに、主基板１のCPU１１は、図２に
示すように、まず初期設定を行い（ステップS1）、次にRAM１３へのアクセスを許可する
（ステップS2）。
【００２９】
　次に、電源投入フラグがオン状態であるか否かを判定する（ステップS3）。電源投入フ
ラグは、上述したようにオン状態で保存されているため、ステップS3の判定結果は「YES
」となり、次に、RAM消去ボタン６がオンされているか否かを判定する（ステップS6）。
【００３０】
　RAM消去ボタン６がオンされていると判定した場合、RAMをクリアし（ステップS7）、RA
Mの初期設定を行い（ステップS8）、割込みを許可する（ステップS9）。
【００３１】
　一方、RAM消去ボタン６がオンされていない場合、電源遮断フラグがオンされているか
否かを判定する（ステップS10）。
【００３２】
　当該パチンコ遊技機に対して不正行為が行われていない間においては、通常の電源遮断
により上述した電源遮断時処理のステップS24で電源遮断フラグはオンされているため、
ステップS10の判定結果は「YES」となり、スタックポインタを復帰させ（ステップS11）
、レジスタを復帰させ（ステップS12）、RAMを復帰させ（ステップS13）、割込みを許可
する（ステップS9）。
【００３３】
　上述したような電源投入時処理を終了した後においては、主基板１のCPU１１は、図４
～図７に示す処理を実行する。
【００３４】
　図４に示すタイマ割込処理は、所定周期例えば４msec間隔で実行する。
【００３５】
　タイマ割込処理は、乱数更新処理（ステップS31）と始動口SW処理（ステップS32）と特
別図柄処理（ステップS33）と大入賞口処理（ステップS34）と賞球処理（ステップS35）
と出力処理（ステップS36）と初期値乱数更新処理（ステップS37）とにより構成される。
【００３６】
　　1)　乱数更新処理（ステップS31）
　乱数更新処理は、大当たり判定用乱数、初期値乱数、大当たり図柄判定用乱数など所定
の乱数を更新することを内容とする。大当たり判定用乱数の更新について説明すると、大
当たり判定用乱数が例えば「０」～「３１６」の数値である場合、電源投入時にRAMクリ
ア（図２図示ステップS7）が行われた場合、「０」を初期値乱数として、４msec周期で「
０」、「１」、…、「３１５」、「３１６」と順に更新してゆき、「０」～「３１６」の
１サイクル分の更新が終了すると、この更新終了時点の初期値乱数を先頭にして次の１サ
イクル分の更新を開始する。ここで、上記更新終了時点の初期値乱数が例えば「５」であ
るとすると、「５」を先頭として、「６」、「７」、…、「３１５」、「３１６」、「０
」、「１」、「２」、「３」、「４」と順に更新してゆく。一方、電源投入時にRAM復帰
（図２図示ステップS13）が行われた場合、復帰したRAMデータ中の初期値乱数を先頭にし
て大当たり判定用乱数の更新が開始される。
【００３７】
　　2)　始動口SW（スイッチ）処理（ステップS32、図５）
　始動口SW処理の内容を図５に示す。
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【００３８】
　図５において、主基板１のCPU１１は、始動口スイッチ３の出力信号に基づいて始動口
スイッチ３がオンしたか否か、つまり、始動口に遊技球が入賞したか否かを判定する（ス
テップS41）。
【００３９】
　始動口スイッチ３がオンしていないと判定した場合は、始動口SW処理を終了する。
【００４０】
　一方、始動口スイッチ３がオンしたと判定した場合は、始動口への入賞を契機に大当た
り判定用乱数を取得することができた遊技球であって、取得した大当たり判定用乱数に応
じた演出が行われていない遊技球の個数を示す保留球数Uが「４」未満であるか否かを判
定する（ステップS42）。
【００４１】
　保留球数Uが「４」である場合は、始動口SW処理を終了する。
【００４２】
　一方、保留球数Uが「０」、「１」、「２」又は「３」である場合は、保留球数Uを「１
」だけ加算し（ステップS43）、大当たり判定用乱数、大当たり図柄判定用乱数など所定
の乱数を取得、格納し（ステップS44）、始動口SW処理を終了する。
【００４３】
　　3)　特別図柄処理（ステップS33、図６）
　特別図柄処理の内容を図６に示す。
【００４４】
　図６において、主基板１のCPU１１は、大当たり中か否かを判定する（ステップS51）。
【００４５】
　大当たりが発生していない遊技状態である場合、次に、特別図柄が変動表示中であるか
否かを判定する（ステップS52）。ここで、特別図柄とは、遊技者が視認可能な位置に配
設された特別図柄表示器に変動表示される図柄である。特別図柄は、例えば、「０」～「
９」の数字からなる大当たり図柄と、「－」からなるハズレ図柄とにより構成され、「０
」～「９」の大当たり図柄のうち、「０」、「２」、「４」、「６」、「８」が通常図柄
つまり大当たり終了後の遊技状態を大当たり確率の低い通常遊技状態に設定する図柄とし
て設定され、「１」、「３」、「５」、「７」、「９」が確変図柄つまり大当たり終了後
の遊技状態を大当たり確率の高い確変遊技状態に設定する図柄として設定される。
【００４６】
　特別図柄が変動表示中でない場合、保留球数Uが「１」以上であるか否かを判定する（
ステップS53）。
【００４７】
　保留球数Uが「０」である場合、特別図柄処理を終了する。
【００４８】
　一方、保留球数Uが「１」、「２」、「３」又は「４」である場合、保留球数Uを「１」
だけ減算し（ステップS54）、大当たり判定処理を行う（ステップS55）。
【００４９】
　　　＜大当たり判定処理＞
　大当たり判定処理の内容を図７に示す。
【００５０】
　図７において、主基板１のCPU１１は、大当たり乱数判定を行う（ステップS71）。大当
たり乱数判定は、ステップS44（図５）で格納した乱数のうちから大当たり判定用乱数を
読み出し、大当たり判定用乱数が大当たり乱数値であるか否かを判定することによって行
う。
【００５１】
　大当たり判定用乱数が大当たり乱数値でなくハズレ乱数値である場合、特別図柄として
ハズレ図柄をセットする（ステップS72、S73）。
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【００５２】
　一方、大当たり判定用乱数が大当たり乱数値である場合、大当たり図柄乱数判定を行う
（ステップS74）。大当たり図柄乱数判定は、ステップS44（図５）で格納した乱数のうち
から大当たり図柄乱数を読み出し、大当たり図柄乱数が確変図柄であるか通常図柄である
かを判定することによって行う。大当たり図柄乱数が通常図柄である場合、特別図柄とし
て通常図柄をセットし（ステップS75、S76）、大当たり図柄乱数が確変図柄である場合、
特別図柄として確変図柄をセットし（ステップS75、S77）、大当たり判定処理を終了する
。
【００５３】
　主基板１は、上述した大当たり判定処理（ステップS55）を終了した後、変動パターン
選択処理を行う（ステップS56）。変動パターン選択処理は、特別図柄表示器に変動表示
される特別図柄の変動時間の決定を行う。
【００５４】
　次に、副基板５に送信すべき変動開始コマンドであって、変動時間、特別図柄の種類（
確変図柄、通常図柄又はハズレ図柄）、現在の遊技状態（確変遊技状態、通常遊技状態又
は時短遊技状態）を示す変動開始コマンドをセットする（ステップS57）。
【００５５】
　次に、特別図柄表示器に対して特別図柄の変動表示を開始させ（ステップS58）、変動
時間の計測を開始し（ステップS59）、特別図柄処理を終了する。
【００５６】
　一方、ステップS52において、特別図柄が変動表示中であると判定された場合、変動時
間が終了するまでの間は特別図柄処理を終了し、変動時間が終了すると、副基板５に対す
る変動停止コマンドをセットし（ステップS61）、特別図柄表示器に対して特別図柄の変
動表示を停止させ（ステップS62）、変動時間をリセットし（ステップS63）、停止中処理
を行い（ステップS64）、特別図柄処理を終了する。ここで、停止中処理においては、確
変遊技状態、通常遊技状態又は時短遊技状態のセット、副基板５に対する大当たり開始コ
マンドのセット、大当たり開始（大入賞口処理を開始させる大当たりフラグを立てる）な
どを行う。
【００５７】
　　4)　大入賞口処理（ステップS34）
　大入賞口処理は、大当たり中に、大入賞口ソレノイド４への通電を制御して、大入賞口
を所定ラウンド数だけ間欠的に開放し、大入賞口への多数の遊技球の入賞を可能にするた
めの処理を行う。
【００５８】
　　5)　賞球処理（ステップS35）
　賞球処理は、始動口、大入賞口、普通入賞口に遊技球が入賞した場合に、賞球払出装置
を動作させ、所定個数の遊技球の払い出しを行うための処理を行う。
【００５９】
　　6)　出力処理（ステップS36）
　出力処理は、副基板５への各種コマンド送信、大入賞口ソレノイド４への駆動制御信号
出力、特別図柄表示器への変動表示制御信号出力などを行う。
【００６０】
　　7)　初期値乱数更新処理（ステップS37）
　初期値乱数更新処理は、初期値乱数を繰り返し更新する処理を行う。
【００６１】
　図４に示すタイマ割込処理は、４ms毎に発生し、ステップS31～S36の処理に要した時間
の残りの時間で初期値乱数は更新される。したがって、大当たり判定用乱数は、４ms毎に
「１」ずつ更新されてゆくのに対し、初期値乱数は４ms毎に「１」ずつ更新されてゆくだ
けでなく、上記残り時間に対応する回数分更新されてゆくため、大当たり判定用乱数と初
期値乱数とにズレが生じるようになり、取得される初期値乱数の値はランダムになる。
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【００６２】
　次に、正当行為者（ホール従業者）が電源スイッチをオフ操作したときなど通常の電源
遮断が行われたとき（低下割合の小さな電圧低下時も含む。）には、主基板１のCPU１１
は、図３に示すように、まず、レジスタを退避する処理を行い（ステップS21）、スタッ
クポインタを退避する処理を行い（ステップS22）、データを退避する処理を行い（ステ
ップS23）、電源遮断フラグをオンする処理を行い（ステップS24）、当該電源遮断時の各
種データの内容を保存する。
【００６３】
　この退避された各種データには、オン状態の電源投入フラグ及びオン状態の電源遮断フ
ラグが含まれ、オン状態の電源投入フラグ及びオン状態の電源遮断フラグは、電源基板２
からバックアップ電源の供給を受け、継続的に保存される。
【００６４】
　(3)当該パチンコ遊技機に対して不正行為が行われたときの処理
　不正行為により、電源基板２から主基板１への電源供給が遮断されると、CPU１１は、
上記のようなバックアップ処理を行うことができず、記憶内容は消去されることになる。
このため、上述したように当該パチンコ遊技機の出荷時などの最初の電源投入時に立てら
れ、その後、オン状態に保持され続けた電源投入フラグは、オフされることになる。
【００６５】
　その後、不正行為者が主基板１に対する電源供給を開始すると、上述したように電源投
入フラグはオフ状態になっているため、図２に示すステップS3の判定結果は「NO」となり
、次に、不正検出信号を出力する（ステップS4）。上述したように、不正検出信号は、不
正を検出した旨の信号であり、ホールコンピュータ７に送信することによってホールの管
理室側において不正行為を検知し得るようになり、また、副基板５にコマンドとして送信
し副基板５がランプ、スピーカ、画像表示器などにランプ表示、音声表示、画面表示など
を指示することによってホールの遊技機設置場所側で不正行為を検知し得るようになる。
【００６６】
　次に、電源投入フラグを立てるつまりオン状態にし（ステップS5）、その後の処理は開
始しない。ここで、電源投入フラグを立てることにより、その後、正当行為者（ホール従
業者）により電源投入が行われたとき、ステップS3の判定結果は「YES」となり、上述し
たような通常の電源投入が行われたときの処理と同様な処理を実行可能になる。
【００６７】
　以上説明したように、本実施形態に係る遊技機の不正対策装置は、遊技機への最初の電
源投入時に立てられる電源投入フラグであって、その後は、主基板１への電源供給が強制
的に遮断されるまでオン状態に保持される電源投入フラグを主基板１に設け、主基板１は
、電源投入時に、電源投入フラグがオン状態か否かを判定し、電源投入フラグがオフ状態
であると判断すると、不正を検出した旨の信号を出力する。
【００６８】
　本実施形態において、不正行為者が主基板１への電源供給を強制的に遮断した場合、こ
の電源遮断により主基板１の記憶データが消去され、この消去された記憶データのなかに
電源投入フラグのデータが含まれているため、電源投入フラグはオフ状態になる。その後
、不正行為者が主基板１に対する電源供給を開始すると、主基板１は、電源投入フラグが
オフ状態であると判定するようになる。このため、本実施形態によると、電源投入フラグ
を設けたことにより、不正行為を的確に検出することができるようになる。
【００６９】
　また、電源投入時に、電源投入フラグがオフ状態であると判断すると、電源投入フラグ
を立てるよう構成したため、その後、正当な行為者（ホール従業者）により電源投入が行
われたときには、電源投入フラグが立っているつまりオン状態であると判定されるため、
主基板１は不正を検出した旨の信号を出力する処理を行うことはなく、通常の処理を開始
可能になる。
【図面の簡単な説明】
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【００７０】
【図１】本発明の一実施形態に係る不正対策装置が組み込まれたパチンコ遊技機の電気制
御系統のブロック図である。
【図２】主基板が行う電源投入時処理のフローチャートである。
【図３】主基板が行う電源遮断時処理のフローチャートである。
【図４】主基板が行うタイマ割込処理のフローチャートである。
【図５】始動口SW処理のフローチャートである。
【図６】特別図柄処理のフローチャートである。
【図７】大当たり判定処理のフローチャートである。
【図８】パチンコ遊技機に対して不正行為が行われていないときの電気制御系統のブロッ
ク図である。
【図９】パチンコ遊技機に対して不正行為が行われているときの電気制御系統のブロック
図である。
【符号の説明】
【００７１】
　１　　主基板

【図１】 【図２】
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